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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、行動の価値がもつ機能に着目し、好ましい行動習慣の形成がセルフ
コントロールを支える個人差と社会環境とのどのような相互作用によって実現されているかを明らかにすること
であった。(1) 行動の価値を認識することが好ましい行動習慣につながる過程の実験的検討、(2) セルフコント
ロールが求められる領域ごとの価値表象を捉える尺度の作成、(3)社会的影響により価値の表象・更新がなされ
る過程についての実験的検討、を行った。

研究成果の概要（英文）：The aim of the present research was to clarify how individual differences in
 self-control can contribute to the formation of favorable behavioral habits by interacting with 
social influences on value representations. (1) We confirmed that recognizing the value of behavior 
led to favorable behavioral habits. (2) We developed a psychological scale that can be assess 
individual differences in domain-specific value representations of self-control. (3) We conducted 
some experiments to investigate how social influences can change value representations in 
self-control dilemma.

研究分野：社会心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
セルフコントロールは、好ましい行動習慣の獲得に関わるとする研究知見を根拠に、育成されるべき領域汎用的
な個人差として注目を集めている。しかし、どの行動を「好ましい」とするかは自明ではなく、社会相対的に規
定されるはずであるにもかかわらず、セルフコントロールと社会的影響による価値形成との関わりは十分に検討
されていなかった。好ましい行動習慣の形成には領域汎用的な個人差としてのセルフコントロールだけでなく、
領域固有な価値表象が社会的影響を受けながら形成される過程についても考慮する必要があることを明らかにし
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 セルフコントロールは、将来の好ましい結果を得るために、自らの行動を変化させる心の働き
である。セルフコントロールの得意な程度には個人差があり、メタ分析や大規模な縦断研究によ
り、セルフコントロールの個人差は、精神的・身体的健康や学業・社会達成、金銭収入、問題行
動の抑止と関連しており、生存に適した好ましい行動習慣の獲得に繋がることが示されている。 
 一方で、セルフコントロールの個人差がなぜ、どのようなプロセスを経て好ましい行動習慣の
獲得に結び付くのかはほとんど議論されてこなかった。心理学的な個人差がどのような行動習
慣として発現するかは、環境との相互作用によって規定される。行動の価値は自明ではなく、何
を「好ましい」行動とみなしてセルフコントロールを働かせようとするかは、社会相対的に規定
されるはずである。しかし、セルフコントロールの個人差についてはこの観点からの検討が少な
かった。従って、セルフコントロールが好ましい行動習慣の獲得に結び付くプロセスを明らかに
するためには、社会環境を通じて行動の価値を認識するプロセスとの関連を検討する必要があ
ると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、行動の価値がもつ機能に着目し、好ましい行動習慣の形成がセルフコントロ
ールを支える個人差と社会環境とのどのような相互作用によって実現されているかを明らかに
することであった。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、まず文献研究により、セルフコントロールを支える個人差について整理を行った。
文献レビューの中では、セルフコントロールが優れているとみなされるものには、意思決定場面
において好ましい行動を取ることができることと、長期的な視点から好ましい行動をとりやす
いこととが含まれることを指摘した。その上で、前者については認知制御や価値表象に関わる機
能が、後者については習慣化や目標の内在化などの価値更新に関わる機能が関与していること
を論じた。これを踏まえ、(1) 行動の価値を認識することが好ましい行動習慣につながる過程の
実験的検討、(2) セルフコントロールが求められる領域ごとの価値表象を捉える尺度の作成、
(3)社会的影響により価値の表象・更新がなされる過程についての実験的検討、を行った。具体
的な研究の方法については次の研究成果と併せて詳述する。 
 
４．研究成果 
 
(1) 行動の価値を認識することが好ましい行動習慣につながる過程の実験的検討 
 研究期間内に行った調査研究から、セルフコントロールの個人差は、講義中の学習の深さや継
続性と関わることを明らかにしていた。これを踏まえ、学習することの価値についての認識を促
す介入を行うことで、継続的に深い学習を行うようになるかを実験的に検討した。研究は、COVID-
19 感染拡大下において行われることとなったオンライン講義をフィールドとし、2 年に渡って
行われた。1年目の講義を統制群、2年目の講義を介入群とした準実験デザインにより、介入の
効果を検討した。その結果、介入群の学生は、統制群の学生に比べて、講義での課題提出率の低
下が見られにくく、深い情報処理を要する課題にも高い成績を示していた。以上の結果は、行動
の価値を認識することが好ましい行動習慣の形成につながることを示唆するものである。 
 
(2) セルフコントロールが求められる領域ごとの価値表象を捉える尺度の作成 
 セルフコントロールが必要とされる領域は多岐に渡っており、従来は領域一般的な個人差の
関与を論じる研究が多かった。しかしながら、価値の表象・更新が好ましい行動習慣の形成に関
与していることから、それぞれの領域ごとに異なって形成されている価値表象に着目すること
で、領域に特異的なセルフコントロールの個人差を把握することが必要だと考えた。そこで、海
外の研究者によって作成されていた、セルフコントロールが求められる領域ごとの価値表象を
捉える尺度の邦訳版を作成した。2つの大規模な調査により、邦訳版の尺度は領域ごとのセルフ
コントロールにより実現される結果を予測する結果が得られたことから、作成された心理尺度
は一定の信頼性・妥当性を持つものであると考えられた。 
 
(3) 社会的影響により価値の表象・更新がなされる過程についての実験的検討 
 文献レビューにより、セルフコントロールを働かせようとする価値は集団規範などの社会的
影響を受ける過程で形成される可能性が考えられた。しかし、セルフコントロールへの集団規範
の影響に関する研究は子どもを対象としたものが多いことや、社会的影響が表層的な行動変容
のみに見られるのか、心理的な価値更新にまで見られるのかは明らかでなかった。そこで、成人
を対象とした実験研究により、集団規範に関する記述に触れることで、セルフコントロールを要



する意思決定場面において、長期的な利得を選択しようとする行動のみが変容するのか、価値表
象の更新までもが見られるのかを検討した。得られた結果からは、単純に集団規範に関する記述
に触れるだけでは、表層的な行動変容が生じるのみであることが示唆された。社会的影響によっ
て価値の更新が生じる過程までは、調査・実験を通して明らかにすることができなかったため、
今後の研究において検討を続けていく必要がある。 
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